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はじめに

今回の学習指導要領

次の学習指導要領(？)



文部科学省HP「高等学校学習指導要領改訂のポイント」より



はじめに

今回の学習指導要領

言語活動の充実
思考力・判断力・

表現力の育成

課題の発見と解決に向けて

主体的・協働的に学ぶ学習

（いわゆる『アクティブ・ラーニング』）

次の学習指導要領(？)



アクティブ・ラーニングの目的と手法

アクティブ・ラーニングのねらい
主体的・協働的な活動によって 課題解決しながら

思考力・判断力・表現力を身に付けさせたい

手法例

ペアで 意見交換 発見学習

グループで 話し合う 問題解決学習

生徒に向けて 発表する 体験学習

生徒間で 討論する 調査学習

レポートにまとめる etc…



文部科学省ポスター「思考力、判断力、表現力を育むために」より



従来の授業とアクティブ・ラーニング

教師から生徒への一方通行（講義中心）

◎ 知識の伝達

△ 思考力・判断力・表現力の育成

形ばかりの「アクティブ・ラーニング」

◎ 眠くなりにくい

△ 思考力・判断力・表現力の育成



従来の授業とアクティブ・ラーニング

主体的・協働的に学ばせる場面例

得た知識を用いて現象を考える

適切な実験方法を計画する

結果を考察する

考察したのち試行錯誤する

結果や考察を書く、話す

etc…

仮説

実験計画

考察

再実験

発表

生徒の思考をおもてに出す活動＝言語化・対人化



アクティブ・ラーニングの具体的事例

実験「酸の価数と強弱」（探究実験）

目的：

酸の価数と強弱について知っていることを用いて

未知の酸を判別することができる

概要：

マグネシウムが酸と反応し

水素を発生することを利用して

未知の酸が塩酸、硫酸、酢酸の

どれかを調べさせる



アクティブ・ラーニングの具体的事例

実験「酸の価数と強弱」（探究実験）

反応：

Mg+2HCl→MgCl₂+H₂

Mg+H₂SO₄→MgSO₄+H₂

Mg+2CH₃COOH

→Mg(CH₃COO)₂+H₂



アクティブ・ラーニングの具体的事例

アクティブ・ラーニングを取り入れる場面の例①

酸とマグネシウムの反応の化学反応式を立てさせ

ペアで互いに確認させる

塩酸の場合…

硫酸の場合…

酢酸の場合…

既習事項を用いて実験する



アクティブ・ラーニングの具体的事例

アクティブ・ラーニングを取り入れる場面の例②

（実験条件を与え）適切な実験方法を班で考えさせる

1 mol/Lの酸5 mL と 0.15 gの

マグネシウムリボンを反応させる

水上置換でメスシリンダーに

気体を集める

実験を計画する



アクティブ・ラーニングの具体的事例

アクティブ・ラーニングを取り入れる場面の例③

実験結果から言えることを班で挙げさせる

酸を決められないときは再び実験させる

考察の内容を発表させる

結果を考察する

考察の後、試行錯誤する

発表する



まとめ

受動的な学び

記憶したことを

答えさせる問い
単なる確認実験

生徒一人の頭で考えだす、生徒同士で相談

して答えを出す、試行錯誤する、発表する

一人ひとり異なる思考をおもてに出す

能動的な学び アクティブ・ラーニング



まとめ

知識と思考は、どちらが大切か？

どちらも大切である

両方なければならない



優れた教材があれば、

良い授業ができるか？

ＮＯ！
教材を活かすための

技術が必要である
では、授業とは何か？



まとめ

授業とは何か？

子どもたちが、

いろいろなことを習得するプロセス

目的

目的達成の道具が、教材

目的達成のプロセスが、授業



まとめ

アクティブ・ラーニングとは何か？

授業手法の一つである。

⇒ アクティブ・ラーニングとは、

授業というプロセスの中の

ツールである。



まとめ

発表の背景



まとめ

「アクティブ・ラーニング」

という言葉に慌てることなく

しっかりと地に足をつけて

教えていきましょう！


